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エッセイ／“おかね”を語る

計算上手の管理下手  作家、翻訳家、博物学・幻想文学・神秘学研究家 荒俣  宏

インタビュー／扉を開く

患者の幸福、職員の幸福、地域の幸福 
 社会保険小倉記念病院院長・医師 延吉正清

地域の底力—— 多 気 町

高校生の力を引き出して
食文化を変える「まごの店」を訪ねて
三重県多気郡多気町

対談／守・破・創

ウエットな資本主義を基盤に温かい国づくりを進めよう
諏訪中央病院名誉院長・作家 鎌田　實  
日本銀行政策委員会審議委員 須田美矢子

教えて！ にちぎん

「金融システムの安定」ってなに？
貨幣の歴史学

「両｣ 制度の崩壊——幕末の金流出
東京大学大学院経済学研究科教授 武田晴人

日本銀行のレポートから
「経済・物価情勢の展望」（展望レポート）─ 2009 年4 月─
【基本的見解】
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日
本
銀
行
高
松
支
店
は
、
第
二
次
大
戦

中
の
昭
和
十
七
（
一
九
四
二
）
年
二
月
、
戦

局
の
悪
化
に
伴
う
現
金
輸
送
の
困
難
化
な

ど
の
理
由
か
ら
開
設
さ
れ
た
。
当
初
の
店

舗
は
、
旧
高
松
城
主
・
松
平
頼よ

り
な
が壽
氏
所
有

で
市
の
公
会
堂
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た

木
造
二
階
建
て
の
「
讃
岐
会
館
」
が
充
て

ら
れ
た
が
、
昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年

七
月
の
空
襲
時
、
職
員
に
よ
る
全
身
に
水

を
か
ぶ
っ
て
必
死
の
消
火
活
動
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
金
庫
を
除
き
全
焼
。
一
日
た
り

と
も
お
金
の
供
給
に
空
白
を
生
じ
さ
せ
な

い
た
め
、
店
舗
焼
失
翌
日
に
は
、
百
十
四

銀
行
の
一
角
を
間
借
り
し
て
営
業
を
再
開

し
た
と
い
う
。
二
代
目
の
店
舗
は
、
不
用

と
な
っ
て
い
た
旧
高
松
信
用
組
合
の
建
物

を
終
戦
の
日
に
受
け
継
い
だ
も
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
建
物
の
老
朽
化
が
進
ん
だ
た
め
、

昭
和
五
十
五
（
一
九
八
〇
）
年
四
月
、
三

代
目
と
な
る
現
在
の
寿
町
の
御
影
石
張
り

の
店
舗
に
新
築
移
転
し
た
。
な
お
、
二
代

目
の
店
舗
跡
地
は
高
松
市
美
術
館
と
な
り
、

そ
の
ロ
ビ
ー
に
は
当
時
の
建
物
入
り
口
の

石
組
み
が
今
で
も
遺
さ
れ
て
い
る
。

表
紙
の
こ
と
ば
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